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新型コロナウイルスの感染拡大による緊急事態宣言の中、ＧＷが始まりました。 

例年ならば、渋滞が起きる高速道路の車の流れは順調で、乗車率 120％にもなる新幹線も

下りで 2%という報道がされています。日本全国でコロナ対応の不要不急の外出の自粛が意

識されているようです。そんな中、新潟駅で新幹線から降車した人にインタビューがあり、

「医療関係器具のメンテナンスの仕事で、どうしても移動せざるを得ない」という声をあり

ました。仕事ができずに経済的に苦しい人がいる一方で、医療関係者をはじめ、最前線にお

いて 24 時間体制で働いている方たちもいます。社会、世界は、本当に様々な環境、条件、

立場の方たちが、互いに密接に関係しあって成り立っています。今回の新型コロナウイルス

の感染拡大は、普段の生活の中では、あまり意識することない様々な立場の人たちの存在や

あり様に目を向けさせてくれます。 

そんな中、みなさんは、これまでの休校期間をどのように過ごしてきたでしょうか？ 

学校からの課題を参考にしつつ、自分なりにテーマや課題を設定し、自分のペースややり

方で効果的な学習を進めてきたでしょうか？ 

現段階では、全国一斉の緊急事態宣言は一か月程度の延長が見込まれています。休校の延

長については、まだ、未定ですが、これまでの流れを考えれば、さらなる延長の可能性が高

いでしょう。世の中では、９月入学という大きな社会制度改革の議論もされています。それ

にしても、９月になったら正常に学校が再開できるのかも不透明です。本当に先の見えない、

不確定な情況です。 

だからこそ、「学校が再開したら」という発想は捨ててほしいと思います。終わりは見え

ていないのですから。「休校」とはいえ、学校は開いています。先生方は出勤し、みなさん

からの質問に対応したり、新しい教材や授業の準備をしたりして、それを効果的に届ける方

法を考えています。今日も、今後の在宅学習支援のアイディアを独自に考え、提案してくれ

た先生が、お二人いました。 

私も、大学や企業の方に、在宅学習をしている生徒に対して、オンラインで講演やワーク

ショップができないかというお願いをしたり、ZOOM や GoogleMeet などのツールを試し

たりしながら、当校の教育にうまくとり入れられないかなどを研究しています。 

みなさんも、また、自分自身が今この「学校」でできることを考え、実践してほしいのです。

そみなさんには、今、何ができるでしょうか？ 

家族の一員としてできることがあるでしょう。高志中等生としてやるべきこと、できるこ

ともたくさんあります。地域や社会の一員としてできること、人類として取り組むべきこと、

できることもあるでしょう。そして、なにより、あなたは今何をしたいと思っているのでし

ょうか？ 

先日、お世話になった先輩から葉書をいただきました。優れた英語の先生で、中学校の先

生から、大学に勤務され、退職後も、カルチャースクールで講師をされたり、世界各国を旅



したり、日本にある山々を制覇するなど、大変アクティブな先輩です。葉書には、「家にこ

もって読んでいる書籍量も増えるばかりですが、大江健三郎「定義集」の再読で感動を深め、

かつ心安らかに過ごしております。信頼し、深く学ぶことのできる優れた人が自国にいるこ

とを有難く思っています。若者達に書物を読んで欲しいと強く願いますね。」とありました。 

アクティブというのは、行動的といわれますが、それは知的好奇心や興味関心のわくわく

でもあります。やりたいことがたくさんあり、どんどんやっている状態です。学習はもちろ

んですが、読者や部屋の片づけ、家事の手伝い、やれることはたくさんあります。それをあ

なたのやりたいことに変えるのです。 

社会では、仕事ができなくて日々の生活が苦しい人、お店が維持できなくなっている人も

出てきています。医療現場では、検査から治療まで、対応に苦慮しながら奮闘している方た

ちがたくさんいます。巷では、感染の恐怖にかられながら過敏に反応する人もいれば、そん

なことおかまいなしに、ふるまう人もいます。感染者が出た家に嫌がらせをする人、感染し

ている人を助ける医療現場の人たちに近づくなと心ない言葉を浴びせる人、新型コロナウ

イルスは肉体だけではなく、人々の不安をあおり、精神をむしばみます。そして、差別や偏

見により自らの人間性まで奪っていくのです。危機的な状況であることはまちがいありま

せん。だから、緊急事態宣言が出ているのです。 

その中で、あなたは、今、どういう状況でしょうか？ あなたの家族や身近な人たちはど

ういう状況でしょうか？それを踏まえて、今、できることをしてほしいと思います。 

ＧＷが終わり、学校への登校が認められるかどうかはわかりません。いずれにせよ、あな

たは、高志中等生として、学び続ける存在でなくてはなりません。 

たとえ、休校が続いたとしても、あなたにとって、充実した、価値ある毎日を重ねてほし

いと思います。どんな状況の中でも、人は成長できます。艱難辛苦汝を玉にす。 

ぜひ、この困難の中で、自らを磨いてほしいと思います。 

 


